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金沢東部環状道路（山側環状）鈴見交差点立体化 

 

 

 

国道１５９号金沢東部環状道路の終点部において整備が進められている鈴見交差点立体化について、鈴見高架橋が

下記の通り、暫定２車線にて供用を開始しますので、お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

記者発表資料 

問い合わせ先：国土交通省 北陸地方整備局 金沢河川国道事務所 調査第二課長 吉田 英治 

ＴＥＬ：０７６－２６４－９９１２（調査第二課ダイヤルイン） 

今回供用箇所 約L＝０．７㎞

平成２１年１２月１２日（土） 

      ボトルネック交差点の渋滞を解消します！  

◆整備効果◆ 

ボトルネックとなっている鈴見交差点にお

いて、交通渋滞の解消、通過時間の短縮及

び交通事故の減少が期待されます。（参考資

料参照） 

◆供用開始日◆ 

平成２１年１２月１２日（土）午前７時 

※作業完了した箇所から随時開放しますので、通行される際は交通誘導員の指示に従って下さい。 

◆今回供用区間◆ 

金沢市鈴見台地内 延長約L=０．７ｋｍ 

※残る側道及び橋梁付属物等の工事のため、今回は工事箇所を避けた各１車線ずつの利用になりますので、

通行される際は、御注意願います。（別紙参照）残工事は、平成２２年３月に完成予定です。 

発表先 石川県政記者クラブ 

取り扱い  配布を持って解禁 

◆今後の供用予定◆ 

金沢市東長江～鈴見台間の平成２４年度４

車線化供用に向けて、Ⅱ期線側の卯辰トン

ネル工事を推進します。 

鈴見交差点



別紙

＜現況＞

＜今回暫定供用時＞



１．交通渋滞の緩和

渋滞が発生

鈴見交差点より
白山方向を望む

鈴見交差点の立体化
により、山側環状の直進
交通が信号の影響を受
けなくなるため、鈴見交
差点の渋滞が解消され
ます。

鈴見交差点の立体化
により、山側環状の直進
交通が信号の影響を受
けなくなるため、鈴見交
差点の渋滞が解消され
ます。

＜整備効果＞

参考資料

２．通過時間の短縮

0 1 2 3 4 5 6 7

鈴見立体

供用後

（予測）

山側環状

供用後

（H18.10)

♪ ♪

鈴見交差点の立体化
により、若松橋詰交差
点から鈴見交差点を通
過する時間が、約５分
短縮されます。

鈴見交差点の立体化
により、若松橋詰交差
点から鈴見交差点を通
過する時間が、約５分
短縮されます。
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渋滞状況①

卯辰トンネル出口より
白山方向を望む
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３．交通事故の減少

＜整備効果＞

参考資料

山側環状の全線供用に
より、鈴見交差点における
事故の発生件数は大きく
増加していますが、鈴見交
差点の立体化により、山
側環状の直進交通が高架
橋に転換されるため、交
差点内での接触事故や信
号待ち車両への追突など
の交通事故の減少が期待
されます。

＜今後の供用予定＞

鈴見交差点立体化の整備効果を一層高めるため、引き続き、金沢市東長
江～鈴見台間（Ｌ＝２．４㎞）の４車線化を推進し、平成２４年度供用開始を
目指します。

東長江側坑口 掘削状況
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